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前
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保
男
士
の
確
保
と
正
規
鷲
増
加
＜

＼
′
官
吏
宙
墓

園
を
行
い
ま
レ
宅

夢

㌦

儲

け

賓

l
こ
人
肌
ぽ
い
．
盛
者
琶

る
っ
蜜
ノ
の
曇
人

肌
才
か
つ
疫
等
、
賽

考
繹
レ
改
吾
妻
．

蓼
胃
長
年
符
葵

要
論
人
。
轟

の
た
め
の
蔓
壱
行
っ

て
い
く
、
と
胸
乗
。

傑
帝
で
歪
八
豪

と
の
感
廟
l
誓
書

鱒
絹
帯
屯
票
差
痘

レ
て
い
為
、
壷

ば
掛
管
今
倭
和
好
℡

対
4
割
釜
、
今
年

挙
世
や
霧
鋸
除
の
皆

付
留
る
創
軍
曹

羞
芸
茎
孟
嘗
票

市
打
鰯
に
音
レ
て
と

り
＜
赤
、
と
回
者
．

暴
虐
き
ん
、
仁
炎
ざ
ん
．
P
E
P
A
L

稟
・
富
霊
前
・
建
坪
1
占
志
の

界
界
姦
り
岳
ウ
1

○
打
田
紳
蝕
2
時

○
轟
亀
城
炸
！
ル

る
百
村
）
に
劇
餐

ぞ
新
盆
レ
声

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

う
。
戦
争
は
関
係
無
い
人

が
被
害
受
け
る
か
ら
、
私

は
戦
争
キ
ラ
イ
」
と
。

（
高
知
市
　
米
田
美
登
利
）

通
学
中
の

子
ど
も
が

些
刀
の

共
産
党
議

員
の
早
朝
宣
伝
に
参
酷
。

通
学
途
中
の
小
3
く
ら
い

の
子
が
や
っ
て
き
て
、

「
戦
争
法
を
言
っ
て
る
人

は
、
戦
争
の
こ
と
知
ら
な

′
－
ぎ
ー
を
■
ぎ
ー
を
－
さ
妄
言
ぎ
亀
－
ざ
l
乞
■
ぎ
ー
を
－
ざ
一
色
－
ぎ
ー
を
－
ざ
一
号
■
ぎ
ー
竜
一

立
派
に
な
っ
た
日
本
の
姿
に
涙

医
師
　
杉
本
　
清

（
広
島
県
　
5
4
）

安
保
法
制
が
成
立
し
、
日
本

は
こ
れ
で
、
世
界
で
戦
争
が
で

き
る
国
に
な
り
ま
し
た
。

自
衛
隊
は
今
や
立
派
な
軍
隊

に
成
長
し
て
き
て
い
ま
す
。
本

番
へ
の
登
場
を
望
む
米
軍
の
期

待
に
応
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
が
米
国
政
府
と
の
大

事
な
約
束
だ
し
、
わ
が
国
が
世

界
に
貢
献
す
る
遭
な
ん
で
す
。

政
府
が
総
合
的
に
考
え
て
必

要
と
判
断
す
れ
ば
、
ち
ゃ
ん
と

戦
争
が
で
き
ま
す
。
国
会
対
策

は
ま
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
特
定

秘
密
保
護
法
を
盾
に
、
国
民
が

知
ら
な
く
て
も
い
い
よ
う
な
こ

と
は
封
印
で
き
ま
す
。

兵
隊
の
確
保
も
ま
か
せ
て
く

だ
さ
い
。
定
職
に
つ
け
な
い
低

所
得
の
著
者
は
ご
ま
ん
と
い
ま

す
。
．
「
生
活
保
障
」
と
い
え
ば

亭
ん
で
入
隊
す
る
は
ず
で
す
。

戦
争
の
費
用
も
ま
か
せ
て
く

だ
さ
い
。
戦
時
に
高
齢
者
や
陣

が
い
者
を
後
回
し
に
す
る
の
は

当
然
で
す
。
社
会
保
障
費
を
大

胆
に
見
直
し
ま
す
。
ま
た
こ
う

い
う
時
の
た
め
に
消
費
税
率
を

コ
ツ
コ
ツ
上
げ
て
き
ま
し
た
。

打
ち
出
の
小
づ
ち
な
ん
で
す
。

日
本
は
本
当
に
立
派
な
国
に

な
っ
た
の
で
す
ね
。
本
当
に
、

悲
し
く
て
、
悲
し
く
て
、
涙
が

出
ま
す
。

露
壷
す
す
む

⑳
　
T
P
P
六
㌦
富
農
。

腰
竃
し
℡
コ
鼻
声

ト
ン
輸
入
、
摩
商
・
威
帯

l
ま
六
甲
引
ぞ
雪
げ
、
者
。

ご
京
ダ
1
画
家
茨
藤
野

守
ウ
乾
し
な
ど
と
嗟
え
巷

の
せ
レ
よ
う
ガ
．

或
虞
沃
醸
阜
東
野
公

智
蒜
を
忘
憂
還
暴

露
讐
〃
を
㌔

ヽ
～
つ

密
紳
中
止
な
ど
．
囲
雨

宮
蓼
甚
虔
蓼
農

い
り
抄
穿
レ
よ
う
。

⑳
轟
の
警
後
部
の
努

削
げ
終
の
り
度
レ
声
．
公

紹
秦
＜
倉
馨
。
1
5

慧
叢
富
み
、
藤
森

轡
に
首
か
償
い
し
ぎ
す
。

⑳
　
／
忍
あ
く
肌
で
、

▲
l
ヽ

ん

う

甘

霹

豪

華
芳
田
匿
店
側
の
T
河

戸
の
英
㌔

〝
鍔
才
り
国
事
ウ
1
筈

な
ぞ
り
お
宮
き
ん
好
摩
め

ず
　
レ
か
レ
葬
レ
く
蛋

贋
ひ
と
府
び
レ
声
。

⑳
　
富
行
遵
後
の

商
圏
靂
（
日
田
室

の
嶺
巧
犬
賓
客
孔


